
昭
和
二
十
五
年
法
務
府
令
第
百
六
号

ド
イ
ツ
財
産
管
理
に
関
す
る
登
記
取
扱
手
続

ド
イ
ツ
財
産
管
理
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
第
三
十
三
条
の
規
定
に
基
き
、
ド
イ
ツ
財
産
管

理
に
関
す
る
登
記
取
扱
手
続
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一
条
　
ド
イ
ツ
財
産
管
理
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条

の
登
記
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
令
及
び
こ
の
府
令
に
特
別
の
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
不
動
産
登
記
又
は
商
業

登
記
に
関
す
る
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
条
　
令
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
登
記
の
嘱
託
を
す
る
場
合
又
は

同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
登
記
の
嘱
託
を
す
る
た
め
必
要
な
登
記
の
嘱
託
を
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
嘱
託
書
に
当
該
規
定
に
よ
り
登
記
の
嘱
託
を
す
る
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
嘱
託
書
に
は
、
登
記
義
務
者
の
承
諾
書
、
登
記
義
務
者
の
権
利
に
関
す
る
登
記
済
証
及
び
登
記
原
因
に

つ
き
第
三
者
の
許
可
、
同
意
又
は
承
諾
の
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
附
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
三
条
　
令
第
三
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
の

ヽ
ヽ

ま
つ
消
の
嘱
託
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

ヽ
ヽ

ま
つ
消
に

つ
き
登
記
上
利
害
の
関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
あ
る
と
き
で
も
、
嘱
託
書
に
そ
の
承
諾
書
又
は
こ
れ
に
対
抗
す
る

こ
と
を
得
べ
き
裁
判
の
謄
本
を
添
附
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
四
条
　
令
第
三
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
が
令
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
財
産
を
そ

の
指
定
の
日
に
お
い
て
有
し
て
い
た
者
が
登
記
権
利
者
と
し
て
す
べ
き
登
記
の
嘱
託
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

嘱
託
書
に
そ
の
指
定
に
つ
き
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
の
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
附
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
令
第
三
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
権
利
の
変
更
の
登
記
、
登
記
の
まヽ
つヽ
消
又
は
まヽ
つヽ
消
し
た
登
記
の
回
復
の

嘱
託
を
す
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
五
条
　
令
第
三
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
又
は
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
登
記
の

嘱
託
を
す
る
た
め
必
要
な
権
利
の
変
更
の
登
記
、
登
記
の
まヽ
つヽ
消
又
は
まヽ
つヽ
消
し
た
登
記
の
回
復
を
嘱
託
す
る
場

合
に
は
、
第
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
六
条
　
令
第
三
十
条
第
二
項
、
第
七
項
、
第
十
一
項
、
第
十
三
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
の
嘱
託
が

あ
つ
た
と
き
は
、
登
記
所
は
、
そ
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
　
令
第
三
十
条
第
十
項
の
登
記
は
、
そ
の
法
人
の
登
記
に
記
載
し
て
す
る
。

２
　
令
第
三
十
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
法
人
の
支
配
人
登
記
が
あ
る
登
記
所
に
管
理
人
の
選
任
の
登
記
の
嘱

託
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
嘱
託
書
に
そ
の
支
配
人
の
氏
名
及
び
住
所
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
登
記
は
、
登
記
用
紙
中
予
備
欄
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
一
項
の
登
記
の
嘱
託
が
あ
つ
た
と
き
は
、
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
八
条
　
令
第
三
十
条
第
十
二
項
の
特
別
清
算
人
の
選
任
の
登
記
は
、
登
記
用
紙
中
清
算
人
の
氏
名
及
び
住
所
欄
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
登
記
の
嘱
託
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
九
条
　
令
第
三
十
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
商
号
の
登
記
の
まヽ
つヽ
消
の
嘱
託
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第
六
条
の
規

定
を
準
用
す
る
。

２
　
前
項
の
登
記
を
し
た
と
き
は
、
登
記
用
紙
を
閉
鎖
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
特
定
商
社
財
産
の
管
理
人
の
登
記
取
扱
手
続
（
昭
和
二
十
一
年
司
法
省
令
第
八
十
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
一
月
二
四
日
法
務
府
令
第
七
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
前
の
ド
イ
ツ
財
産
管
理
に
関
す
る
登
記
取
扱
手
続
（
以
下
「
旧
取
扱
手
続
」
と
い
う
。
）

第
八
条
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
財
産
管
理
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
四
号
。

以
下
「
改
正
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
ド
イ
ツ
財
産
管
理
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
。

以
下
「
旧
令
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
十
九
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
が
改
正
令
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
し
、
且
つ
、
旧

令
第
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
連
合
国
財
産
で
あ
る
株
式
の
回
復
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
連
合
国
財
産
で
あ
る
株
式
の
回
復
に
関
す
る

政
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
十
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
が
、
改
正
令
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
な
お
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
資
本
増
加

の
登
記
」
と
あ
る
の
は
「
新
株
発
行
に
よ
る
変
更
の
登
記
」
と
す
る
。

３
　
旧
取
扱
手
続
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
連
合
国
財
産
で
あ
る
株
式
の
回
復
に
関
す
る
登
記
取
扱
手
続
を
廃
止

す
る
府
令
（
昭
和
二
十
七
年
法
務
府
令
第
六
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
連
合
国
財
産
で
あ
る
株
式
の
回
復
に
関
す
る

登
記
取
扱
手
続
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
五
十
八
号
。
以
下
「
旧
回
復
取
扱
手
続
」
と
い
う
。
）
第
二
条
か

ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
旧
取
扱
手
続
第
八
条
の
規
定
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
限
り

に
お
い
て
は
、
な
お
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
回
復
取
扱
手
続
第
二
条
、
第
三
条
及
び

第
五
条
中
「
資
本
増
加
の
登
記
」
と
あ
る
の
は
「
新
株
発
行
に
よ
る
変
更
の
登
記
」
と
す
る
。

４
　
改
正
令
附
則
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
旧
令
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
己
の
株

式
を
保
留
し
た
旨
並
び
に
そ
の
株
式
の
額
面
無
額
面
の
別
、
種
類
及
び
数
の
登
記
は
、
商
業
登
記
規
則
（
昭
和
二

十
六
年
法
務
府
令
第
百
十
二
号
）
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
簿
の
改
製
を
完
了
す
る
前
に
お
い
て
も
、
登

記
用
紙
中
予
備
欄
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
ド
イ
ツ
財
産
管
理
に
関
す
る
登
記
取
扱
手
続
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
財
産
管
理
令
附
則
第
九

項
の
規
定
に
よ
る
登
記
の
まヽ
つヽ
消
の
嘱
託
を
す
る
場
合
に
、
ド
イ
ツ
財
産
管
理
に
関
す
る
登
記
取
扱
手
続
第
二
条

の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
財
産
管
理
令
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
の
嘱
託
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
三
月
二
六
日
法
務
府
令
第
二
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

1


